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感がある。たしかに、二国間関係は、日韓基本条約締結 40 周年の 2005 年でさえセンシテ
ィブな間柄に変わりなく、日韓外交の「難しさ」は既成事実化されてしまったといっても過







































































































































































































































































































































































また、2005 年 10 月の小泉首相の靖国参拝「問題」においても、一見するとマス・メディ
アは「構図」のダイナミックを熟知していそうに見えるが、『日本経済新聞』の田勢康弘は
「本来、宗教法人である靖国神社への首相の参拝は『国及びその機関は、宗教教育その他い











































は言うまでもない。日本人が忘れてならないのは、19 世紀から 20 世紀にかけての韓国の歴
史は、日本の歴史でもあると言うことであり、今般の歴史教科諸問題にも見られる様に、日
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